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民
主
党
政
権
の
２
０
１
０
年

６
月
８
日
、
党
代
表
選
を
制
し

た
菅
直
人
が
首
相
に
就
い
た
。

普
天
間
移
設
問
題
の
迷
走
な
ど

で
辞
め
た
鳩
山
由
紀
夫
と
代
わ

り
、
内
閣
支
持
率
は
急
回
復
。

直
近
に
財
務
相
と
し
て
財
政

ヘ

の
危
機
感
を
強
め
た
菅
は
、
高

支
持
率
を
頼
み
に
７
月
の
参
院

選
に
向
け
て
踏
み
込
ん
だ
。

６
月
１６
日
、
官
邸
に
政
調
会

長
の
玄
葉
光

一
郎
を
呼
ん
だ
。

翌
１７
日
は
参
院
選
公
約
の
発
表

日
。
玄
葉
に
よ
る
と
、
菅
は
発

表
の
記
者
会
見
で

「
消
費
増
税

で
与
野
党
合
意
が
年
内
に
も
得

ら
れ
れ
ば
Ｈ
年
か
１２
年
に
実
施

し
た
い
」
と
表
明
す
る
旨
を
伝

え
た
。
驚
い
た
玄
葉
は
再
考
を

促
し
た
が
菅
は

「
歴
史
に
責
任

を
持
ち
た
い
」
と
力
説
し
た
。

‐７
日
、
発
表
し
た
公
約
に
「
早

期
に
結
論
を
得
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
消
費
税
を
含
む
税
制
の
抜

本
改
革
に
関
す
る
協
議
を
超
党

派
で
開
始
す
る
」
と
盛
り
込
ん

だ
。
記
者
会
見
で
菅
は

「
１０
年

度
内
に
改
革
案
を
取
り
ま
と
め

た
い
」
。
結
局
、
実
施
時
期
に

触
れ
な
か

っ
た
が
、
自
民
党
が

公
約
で
５
％
の
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
つ
い
て

「
当
面
１０
％
」

と
明
記
し
た
の
を
踏
ま
え
、
菅

は

「自
民
党
が
提
案
し
て
い
る

１０
％
を

一
つ
の
参
考
に
さ
せ
て

頂

（
い
た
だ
）
＜
」
と
初
め
て

税
率
に
言
及
し
た
。

民
主
党
は
政
権
交
代
を
果
た

し
た
０９
年
の
衆
院
選
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
で
消
費
税
論
議
を
封
印

し
、
鳩
山
は

「
４
年
間
は
消
費

税
を
上
げ
な
い
」
と
言
明
。
党

内
論
議
の
な
い
中
で
の
方
針
転

換
に
唐
突
感
が
広
が

っ
た
。

参
院
選
の
争
点
と
な

っ
た
消

費
増
税
。
菅
は
本
格
遊
説
初
日

と
な

っ
た
６
月
３０
日
、
低
所
得

者
対
策
と
し
て
還
付
に
言
及
し

た
が
、
対
象
と
な
る
年
収
で
発

言
が
ぶ
れ
る
。
青
森
市
で

「
２

０
０
万
や
３
０
０
万
円
ま
で
」

と
言

っ
た
後
、
秋
田
市
で
は
「
３

０
０
万
と
か
３
５
０
万
円
以

下
」
。
山
形
市
で
も

「年
収
３

じ
れ
状
態
と
な
り
、
菅
は
苦
し

い
政
権
運
営
を
強
い
ら
れ
る
。

＝
肩
書
は
当
時
、
敬
称
路

（宮
坂
正
太
郎
）

あ
ま
り
に
準
備
不
足

発
言
ぶ
れ
悪
か
っ
た

民
主
党
の
玄
葉
光

一
郎
元
政

調
会
長
　
消
費
増
税
の
表
明
は

「
あ
ま
り
に
準
備
不
足
」
と
伝

え
た
が
、
菅
氏
は

「自
分
は
歴

史
に
責
任
を
持
ち
た
い
」
と
言

っ
た
。
財
務
相
時
代
に
ギ
リ
シ

ャ
危
機
な
ど
で
危
機
感
を
持

っ

た
の
だ
ろ
う
。
支
持
率
が
高
い

う
ち
で
な
い
と
進
め
ら
れ
な
い

と
思

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

増

税
は
選
挙
戦
で
意
外
と
受
け
入

れ
ら
れ
た
が
、
発
言
が
ぶ
れ
た

の
が
良
く
な
か

っ
た
。

（イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
を
電
子
版
に
▼
Ｗ
ｅ

ｂ
刊
↓
紙
面
連
動
）

その瞬間

唐突な増税案、参院選に打撃

靡幾量量
一♯
０
」
政
　
そ
の
瞬
間
」
は
政
治
が
大
き
く
動
い
た
場
面
を
検
証
し
、

一　
象
徴
す
る
言
葉
と
と
も
に
人
間
模
様
を
描
き
ま
す
。


